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広報ＢＸ推進パートナー業務委託プロポーザル審査要領 

（審査項目と配点） 

 

１．審査方法について 

審査は、「２．審査の内容・項目及び配点等について」に基づき、企画提案書及びプレゼ

ンテーションを審査して、両者を総合して最終評価をし、「３．選定基準」のとおり１次

選考通過者を決定します。 

 

２．審査の内容・項目及び配点等について 

(1) 評価内容について 

・下記項目に係る「内容の審査」と「確実性・信頼性」で評価する。 

審査内容・項目 
審査基準項目・得点 

内容の 
審査 

確実性 
信頼性 

計 

１．横須賀市についての現状認識、課題把握と今後の広報活動

の基本的な考え方（中長期の広報戦略を含む） 
５ ５ 10 

２．デジタル技術を活用した広報活動の推進 ５ ５ 10 

３．データに基づくマーケティングの推進 ５ ５ 10 

４．プラットフォーム・メディア統合と UX（ユーザーエクスペ

リエンス）向上支援 
５ ５ 10 

５．レポーティング・改善サイクル運営 ５ ５ 10 

６．イノベーション推進に関する自由提案 ５ ５ 10 

７. 業務体制・担当職員について ５ ５ 10 

計 35 35 70 

 

(2) 各項目の配点および評価基準について 

・「内容の充実度」・「確実性・信頼性」の評価基準は以下とする（２点、４点も可）。 

５点  留意事項がすべて配慮・網羅されている。本事業の目的に適合しており、期

待以上の効果をあげる内容になっている。 

４点 

３点  留意事項が概ね配慮・網羅されている。本事業の目的に概ね適合しており、

期待される効果を得られる内容になっている。 

２点 

１点  留意事項が一部配慮・網羅されている。本事業の目的に適合していないもの

や、期待される効果を得られないと思われる内容がある。 

０点  留意事項がほとんど配慮・網羅されていない・全くされていない。また、期

待される効果を得られる内容になっていない。 
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 (3) 審査評価項目および留意事項について 

 

「１．横須賀市についての現状認識、課題把握と今後の広報活動の基本的な考え方（中

長期の広報戦略を含む）」  

№ 評 価 項 目 10点 

１ 内容の審査 ５点 

２ 内容の確実性・信頼性 ５点 

（留意事項） 

□横須賀市の現状を的確に認識し、課題を挙げている。 

□今後の広報活動の基本的な考え方や方向性は、現状と課題を踏まえ、具体的、

明確に示されている。 

 

「２．デジタル技術を活用した広報活動の推進」 

№ 評 価 項 目 10点 

１ 内容の審査 ５点 

２  内容の確実性・信頼性 ５点 

（留意事項） 

□広報業務でのデジタル技術の活用が具体的、明確に示されている。 

□デジタル技術を活用したＢＸの推進（ビジネス・トランスフォーメーション）が

具体的、明確に示されている。 

 

「３．データに基づくマーケティングの推進」 

№ 評 価 項 目 10点 

１ 内容の審査 ５点 

２  内容の確実性・信頼性 ５点 

（留意事項） 

□データの収集・調査について、目的や具体的な方法が示されている。 

□収集・調査したデータの活用について、具体的、明確に示されている。 

 

「４．プラットフォーム・メディア統合と UX（ユーザーエクスペリエンス）向上支援」 

№ 評 価 項 目 10点 

１ 内容の審査 ５点 

２  内容の確実性・信頼性 ５点 

（留意事項） 

□情報発信プラットフォームの効果的な活用が、具体的、明確に示されている。 

□ユーザー視点での情報発信について、具体的、明確に示されている。 
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「５．レポーティング・改善サイクル運営」 

№ 評 価 項 目 10点 

１ 内容の審査 ５点 

２  内容の確実性・信頼性 ５点 

（留意事項） 

□施策効果の数値化、目標設定、進捗管理の手法は効果的である。 

□ＰＤＣＡサイクルの運用方法は効果的である。 

 

「６．イノベーション推進に関する自由提案」 

№ 評 価 項 目 10点 

１ 内容の審査 ５点 

２  内容の確実性・信頼性 ５点 

（留意事項） 

□実施する目的が明確で、具体的なターゲットが設定されている。 

□・市民参加型広報の推進：市民の参加が見込め、かつ効果的な広報である。 

・広報を通じた社会課題解決や地域活性化プロジェクト：広報を切り口とした

もので、かつ、社会課題の解決や地域活性化につながる。 

 

「７．業務体制・担当職員について」 

№ 評 価 項 目 10点 

１ 内容の審査 ５点 

２  内容の確実性・信頼性 ５点 

（留意事項） 

□担当者の配置・業務体制は、本業務を円滑に遂行し、成果を上げられるもので

ある。 

□担当者の資質・能力は、本業務を円滑に遂行し、成果を上げられるものである。 

□事業者と本市との円滑な連絡体制が示されている。 

     

３．選定基準 

１人当たり 70 点、合計 350 点満点とし、「最高得点者」及び「最高得点者の 90％以上

の点数（小数第１位四捨五入）を取った者」を１次選考通過者とする。 


